
定
動
詞 

高
田 

友 

  

英
語
に
八
品
詞
有
之

こ
れ
あ
り

、「
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
・
接
續
詞
・
前
置
詞
・
間
投
詞
」、

此
れ
に
て
候
。 

 

「
助
動
詞
は
い
づ
こ
に
あ
り
や
」
と
問
ひ
な
た
ま
ひ
そ
。
八
品
詞
と
は
大
な
る
項
目
を
立
て
て
、
微
細

な
る
品
詞
を
包
含
致
し
候
所
に
て
、
助
動
詞
は
動
詞
に
含
ま
る
。
而
し
て
、「
關
係
詞
」
も
「
關
係
代
名

詞
」
は
「
代
名
詞
」、「
關
係
副
詞
」
は
「
副
詞
」
に
分
類
せ
ら
れ
候
。
助
動
詞
、
關
係
詞
の
如
き
補
助
的

な
る
品
詞
分
類
に
は
、
そ
れ
が
し
「
細さ

い

品
詞
」
な
る
名
を
與
へ
て
候
。 

 
a, the

抔な
ど

「
冠
詞
」
も
細
品
詞
な
り
。
八
品
詞
に
て
は
い
づ
こ
に
納
ま
る
と
訝
り
た
ま
ひ
候
歟か

。
冠
詞
の

働
き
を
攷

か
ん
が

ふ
れ
ば
、
必
定

ひ
つ
ぢ
や
う

い
づ
こ
に
定
ま
る
べ
し
や
は
言
ふ
に
及
ば
ず
候
。
名
詞
を
修
飾
し
て
候
へ

ば
、
紛
る
る
方
な
き
形
容
詞
に
御
座
候
。 

 
 

 

偖さ
て

、「
茲
許

こ
こ
も
と

明
日
は
そ
こ
も
と
を
訪
づ
る
る
を
得
む
」
を
英
語
に
て
言
は
む
と
欲
し
候
に
、I w

ill can 

visit you tom
orrow

.

と
す
る
は
明
白
な
る
過
ち
な
り
。
い
づ
こ
過
て
る
と
問
へ
ば
、
中
學
生
な
り
と
も
、

「w
ill

の
後
にcan

を
置
く
を
得
ざ
れ
ば
な
り
」
と
答
ふ
べ
く
候
。
し
か
ら
ば
更
に
借
問
せ
む
。「
何
ゆ
ゑ

にw
ill

の
後
にcan

を
置
く
は
不
可
な
り
や
」。
中
學
生
は
さ
て
お
き
、
高
校
生
な
れ
ば
、「
助
動
詞
の
後

に
助
動
詞
を
置
く
を
得
ざ
れ
ば
な
り
」
と
答
ふ
べ
し
。 

 

然
則
、
敢
へ
て
ま
た
借
問
せ
む
。「
何
ゆ
ゑ
に
助
動
詞
の
後
に
助
動
詞
を
置
く
は
不
可
な
り
や
」
と
。 

 

於
是
歟
、
怎い

か

に
優
れ
た
る
高
校
生
な
り
と
も
、
返
答
に
窮
す
る
に
相
違
無
御
座
候

ご

ざ

な

く

そ

ろ

。 

  

閑
話
休
題 

 

英
語
に
於
て
は
、
動
詞
は
五
つ
の
形
態
を
取
る
。
敎
科
書
に
は
原
形
・
現
在
・
過
去
・
分
詞
・
動
名
詞

と
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
そ
れ
が
し
倨
傲

き
よ
ご
う

の
罪
を
憚
ら
ず
し
て
之
を
捻ひ

ね

り
、「
現
在
・
過
去
／
原
形
・-ing

形
／
過
去
分
詞
」
と
分
類
仕
り
候
。
三
段
階
に
分
か
る
る
な
り
。 

 

「
現
在
・
過
去
」
は
こ
れ
な
く
ば
、
文
成
立
せ
ず
。
文
を
成
立
せ
し
む
る
爲
に
必
要
な
る
存
在
な
り
。 

 

「
原
形
(
不
定
詞
)」
お
よ
び
「-ing

形
」
は
動
詞
を
名
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
と
し
て
用
ゐ
む
が
爲
に

存
し
、「
過
去
分
詞
」
は
「
受
身
お
よ
び
完
了
」
の
意
を
表
は
さ
む
が
た
め
に
存
す
る
な
り
。 

 

原
形
(
不
定
詞
)
に
「
名
詞
用
法
・
形
容
詞
用
法
・
副
詞
用
法
」
あ
る
が
如
く
、-ing

形
に
も
三
用
法

あ
り
。-ing

形
の
名
詞
用
法
を
「
動
名
詞
」、
形
容
詞
用
法(Look at that running boy. )

と
副
詞
用
法

を
「
現
在
分
詞
」
と
謂
ひ
、
就
中

な
か
ん
づ
く

、
副
詞
用
法
を
特
に
「
分
詞
構
文
」
と
は
稱と

な

へ
て
候
。 



 
一
つ
の
文
(
節
)
に
は
、
必
ず
「
現
在
ま
た
は
過
去
」
の
動
詞
一
つ
あ
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。I 

w
ent there and found the tree.

(
行
き
行
き
て
該
樹
木
を
見
出
し
た
り
)
の
如
く
、
主
節
に
そ
の
二
つ

あ
る
は
「
重
文
」
と
申
し
候
て
、
さ
は
格
別
の
文
な
り
。 

 
I know

 you are stupid.

の
如
き
は
、
主
節
の
定
動
詞
にthink

あ
り
、
從
属
節
の
定
動
詞
にare

あ

り
。
斯
く
の
如
き
を
「
複
文
」
と
申
し
候
。 

 

さ
て
、I w

ill go to study abroad next year.

(
來
年
は
留
學
せ
む
)
な
る
文
に
著
目
せ
ら
れ
候
へ
か

し
。 

 

こ
のw

ill

は
動
詞
の
五
つ
の
形
態
の
う
ち
、
い
づ
れ
な
り
と
思
ひ
た
ま
ふ
や
。 

 

「
未
來
な
り
」
と
言
ひ
た
ま
ふ
な
か
れ
。
五
つ
の
形
態
に
「
未
來
」
な
る
は
な
し
。 

 

そ
の
意
「
現
在
」
に
は
あ
ら
ね
ば
、「
原
形
」
な
り
と
思
ひ
た
ま
ふ
や
。 

 

旣
に
申
し
た
る
が
如
く
、
文
に
は
必
ず
一
つ
、「
現
在
ま
た
は
過
去
」
の
動
詞
あ
り
。
然
則
、
こ
のw
ill

は
「
現
在
」
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。 

 

こ
の
、
文
中
に
必
ず
一
つ
あ
る
「
現
在
ま
た
は
過
去
」
の
動
詞
を
「
定
動
詞(finite verb)

」
と
ぞ
申
す

な
る
。「
主
動
詞(m

ain verb)

」
と
呼
ぶ
向
き
も
有
之
候
。「
述
語
動
詞
」
も
類
語
な
れ
ど
、
や
や
異
な
る

所
あ
り
。 

 

な
ほ
、「
現
在
・
過
去
／
原
形
・-ing

形
／
過
去
分
詞
」
の
う
ち
、「
現
在
・
過
去
」
を
定
形
(
定
動

詞
)、
餘
の
三
を
「
非
定
形
」(
準
動
詞
)、
そ
の
中
に
て
、
特
に
「
原
形
」
を
「
不
定
形
」(
不
定
詞
)
と

ぞ
言
ふ
な
る
。 

 

吃
驚
し
た
ま
ふ
な
か
れ
。w

ill

の
現
在
はw

ill

、
過
去
はw
ould

、
而
し
て
、w

ill

に
は
、
原
形
・-ing

形
・
過
去
分
詞
は
存
在
せ
ざ
る
な
り
。
否
、can, m

ust, m
ay

抔
、
凡
そ
助
動
詞
に
は
現
在
と
過
去
の
み

あ
り
て
、
準
動
詞
(
原
形
・-ing

形
／
過
去
分
詞
)
は
存
せ
ず
候
。 

 
w

illing

な
る
形
を
見
た
る
覺
え
あ
り
、
と
お
ほ
せ
た
ま
ふ
か
。
さ
は
、
助
動
詞
のw

ill

な
ら
で
、
動
詞

のw
ill

(
望
む
・
欲
す
・
意
圖
す
)
の-ing

形
な
り
。 

 

さ
れ
ば
こ
そ
(
原
形
存
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
)、I w

ill can-----.

と
は
言
ふ
を
得
ず
、I w

ill be able to--

--

と
は
言
ひ
て
候
へ
。 

 
I w

ill can-----.

と
言
ふ
を
得
ざ
る
の
所
以
は
、「
助
動
詞(can)

の
直
後
に
來
る
動
詞
は
原
形
な
ら
ざ
る

を
得
ず
。
而
し
て
、
助
動
詞(can)

に
は
原
形
存
せ
ざ
る
の
ゆ
ゑ
を
以
て
、
他
の
助
動
詞(w

ill)

の
直
後
に

來
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
」
と
解
す
べ
し
。 

  

「
時
制
の
一
致
」
に
關
し
て
、
高
校
生
の
屢
〻
過
て
る
問
題
あ
り
。 



 
H

e said, 

“I w
ill m

arry her.

”
を
間
接
話
法
に
變
換
せ
よ
と
言
は
る
れ
ば
、
並
み
の
成
績
の
者
な
り

と
も
、H

e said that he w
ould m

arry her.

と
答
ふ
る
を
得
て
候
。 

 

然
れ
ど
も
、H

e has said, 

“I w
ill m

arry her.

”
を
間
接
話
法
に
變
換
致
し
候
は
ば
如
何
な
ら
む
。

w
ill

をw
ould

に
替
ふ
べ
し
や
、
は
た
ま
た
、w

ill

の
ま
ま
に
て
可
な
り
や
。 

 

時
制
の
一
致
と
は
、「
主
節
が
過
去
の
場
合
に
は
從
属
節
も
過
去
た
る
べ
し
」
と
言
は
る
れ
ど
、
此
れ

が
文
に
て
は
、
主
節
の
動
詞
は
現
在
完
了
た
り
。
さ
れ
ば
、
從
属
節
の
動
詞
も
現
在
完
了
な
る
べ
し
や
。

甚
だ
混
亂
す
る
所
に
候
。 

 

さ
は
、
明
治
以
來
の
英
文
法
學
者
の
咎
な
り
。 

 

英
語
に
於
て
は
、「
現
在
完
了
時
制
」
な
る
用
語
御
座
候
。 

 

「
時
制
の
一
致
」
と
は
、「
主
節
の
過
去
時
制
な
る
時
は
、
從
属
節
も
過
去
時
制
た
る
べ
し
」
と
言

ふ
。
然
ら
ば
、
主
節
現
在
完
了
の
場
合
は
、
如
何
な
る
べ
く
候
矣や

。
從
属
節
も
現
在
完
了
に
す
べ
し
と
い

ふ
か
。w

ill

を
現
在
完
了
に
せ
よ
と
は
無
理
難
題
の
類
な
り
。
豈
整
然
と
說
く
所
あ
り
と
言
ふ
べ
け
む

や
。 

 

一
方
、
獨
逸
語
・
佛
蘭
西
語
文
法
に
て
は
、「
時
制
」
の
外
に
「
時
稱
」
な
る
槪
念
有
之
、
こ
の
理
に

隨
へ
ば
、
現
在
完
了
は
「
現
在
時
制
の
完
了
時
稱
」
な
り
。
さ
ら
に
、w

ill
は
「
現
在
時
制
の
未
來
時
稱

(
現
在
未
來
)」、w

ould

は
「
過
去
時
制
の
未
來
時
稱
(
過
去
未
來
)」
と
い
ふ
も
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
、

「
現
在
よ
り
見
た
る
未
來
」「
過
去
よ
り
見
た
る
未
來
」
の
謂
ひ
な
り
。 

 

す
な
は
ち
、「
未
來
」「
現
在
完
了
」「
現
在
進
行
形
」
抔
は
「
時
稱
」
の
名
に
て
、「
時
制
」
は
悉
く

「
現
在
」
に
屬
し
て
候
。 

 

か
か
る
獨
佛
語
・
佛
蘭
西
語
の
文
法
體
系
を
導
入
致
し
候
へ
ば
、
英
語
の
時
制
の
一
致
ま
た
手
易
く
解

す
る
を
得
べ
く
候
。 

 

卽
ち
、H

e has said, 

“I w
ill m

arry her.

”
を
間
接
話
法
に
直
せ
ば
、H

e has said he w
ill m

arry 

her.

と
な
り
て
候
。w

ould

に
あ
ら
でw

ill

な
り
。
主
節
のhas said

が
現
在
時
制
な
れ
ば
、
從
属
節
も

現
在
時
制
のw

ill

を
用
ゐ
て
候
。 

 

今
一
た
び
別
儀
の
例
文
を
用
ゐ
て
定
義
を
示
し
候
は
む
。「
現
在
完
了
と
は
現
在
時
制
の
完
了
時
稱
」

に
候
と
は
知
り
た
ま
へ
。 

 

①H
e told m

e that he w
ould have finished hom

ew
ork w

hen I visited him
 this evening.

の

w
ould have finished 

は
「
過
去
時
制
の
未
來
完
了
時
稱
」
な
り
。 

 

因
み
に
、
上
の
文
を
直
接
話
法
に
直
せ
ば
、
②H

e said to m
e, 

“I w
ill have finished hom

ew
ork 

w
hen you visit m

e this evening.

”
と
な
る
。 



  
な
ほ
、
①
の
文
に
て
、w

hen I visited

のvisited

を
訝

い
ぶ
か

し
む
方
々
可
有
之
候

こ
れ
あ
る
べ
く
さ
う
ら

へ
共
、
②
の
文
と
比
較

せ
ら
る
れ
ば
、visit

の
時
制
の
一
致
に
てvisited

と
變
じ
た
る
、
些
か
も
異
と
な
す
べ
き
儀
は
無
之
候
。 

  

「
八
品
詞
」「
動
詞
の
五
つ
の
形
」「
時
制
の
一
致
」
に
關
し
て
、
篤
と
御
考
察
あ
ら
せ
た
ま
へ
。 

(
令
和
五
年
三
月
十
五
日
受
附
) 


